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　清瀬国際交流会の事業のひとつである「日本語教室」では、清瀬市教育委員会が後援となり、「外国人学習者によ
るにほんごスピーチ発表会」を毎年開催しています。
　第17回目となる今年は、６月２日にアミューホールで行われました。今回はその様子をお伝えします。

世界７か国・10人が発表
　現在、約60人が在籍している学習者のなかから、子どもクラスの中学２
年生と小学５年生の2人を含む、ブラジル、中国、台湾、フィリピン、フ
ランス、ガーナ、ネパールとさまざまな国の方10人が日本語でスピーチ
をしました。
　驚いたのは、多くの発表者が日本語を勉強し始めて1年にも満たないと
いうことです。なかには原稿を見ないで話をした方もいました。

市ホームページ…トップページ＞市政情報＞広報＞清瀬市ブログ
プリントアウト版…市内の各図書館でご覧いただけます

本編をご覧に
なるには

　市史編さん事業は長い年月
をかけてのプロジェクト。刊
行までの間、多くの方々に関
心を持ち続けていただけるよ
うにと、市史編さん室のブロ
グ「市史で候」をスタートし
たのは、平成26（2014）年5
月のことでした。
　以来、気になるテーマを都
度取り上げ、ソフトな語りで
更新を重ねてきました。その
うち、平成分5年間の総もく
じ56巻分をギュッと右に。
市ホームページや図書館、地
域市民センターなどのプリン
トアウト版では大きな文字で
ご覧いただけます。
　焼きだんご、方言、獅子舞、
火の花祭、下宿囃子、人口推
移、町名変更、ひまわり、け
やき通りの彫刻、柳瀬川の野
鳥、江戸の昆虫標本と石寿、
鉄道、石田波郷、病院街の歴
史、防災無線、黒電話、石碑
拓本、歴代「新庁舎」など、
テーマは多岐。
　令和でも更新を続けていま
す。今後ともご贔

ひ い き

屓のほど。

平成史
「市史で候」五十八の巻
「市史で候　総もくじ」より

【事例】
　突然、「○○デパート(○○電気
)ですが、今あなた様名義のカー
ドで多額の買い物をしている人が
います。不審に思いお電話をお掛
けした次第です。当方から銀行に
連絡をして、あなた様の口座から
お金が引き落とされないようにし
ます。」という電話がかかってき
た。
　その後、「○○銀行です。先ほ
ど○○デパート(○○電気)より連
絡がありました。念のため、あな
た様の銀行口座を閉じますので、
キャッシュカードも使えなくなり
ます。新しいカードを発行するの
で、現在お使いのキャッシュカー
ドを引き取りに伺います。」とい
う連絡があった。
　そして、○○銀行を名乗る行員
がキャッシュカードを受け取りに
来た。暗証番号も聞かれたので答
えた。「すぐに新しいカードを発
行しますのでご安心ください。」
と言った。
　行員が帰った後、おかしいと思

った消費者が○○銀行に問い合わ
せると、口座からお金が引き出さ
れていることがわかった。
【アドバイス】
　電話をかけてきた相手が大手デ
パートや、なじみの家電量販店を
名乗っても、一方的な相手からの
情報話に対応しないでください。
　とっさのことで相手の言いなり
になってしまいがちですが、お金
に関する事は冷静に判断しましょ
う。例えば、留守番電話の設定や
録音機を使いワンクッション置い
て相手を確認しましょう。次々と
新しい騙しの手口が出てきます
が、この手の詐欺グループは特に
録音されるのを嫌うようです。
 問消費生活センター☎042-495-
6212（相談専用）

電話による
新たな騙しの手口が
発生しています！
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来賓の方々と発表者と国際交流会の皆さん

7月のびん・かん
収集について

7月の祝日は次の地区で、通常どおりびん・かんの収集を行います。7月16日㈫＝下宿、旭が丘、中里四丁目～
六丁目　 問ごみ減量推進課ごみ減量推進係☎042-493-3750

　市では、7月1日㈪から自動通話録音機を無料で貸し出します。
詳しくは今号7面をご覧ください。 

バラエティに富んだ内容
　「日本はごみの分別が厳しい」「『結構です』や『ないわけではない』など、
どっちの意味かわからない表現に戸惑っている」「発音が難しいがもっと
上手に話せるようになりたい」「日本人と結婚し、去年から仕事を始め、
毎日が楽しい」「将来は日本で英語の先生か通訳になりたい」「英語はシン
プルだが、日本語には敬語があり、尊敬を表す言葉があるということに興
味を持って勉強している」「犬や猫に
洋服を着せているのを見てびっくりし
た」「サンパウロは日本と比べて、野
菜や果物は安いが、ガソリンがとても
高い。そして、ブラジル人は、皆サン
バを踊るわけではない」など、文化の
違いや将来の夢、日本での生活につい
ての発表がありました。
　なかには「日本では危険な自転車の

乗り方をしている人がいる」と、スマホや傘を持って片手で自転車に乗っ
ている人など、手描きのイラストを見せながらスピーチをした方もいて、
完成度の高さに、皆驚嘆していました。
　そして、子どもクラスの2人はそれぞれ、学校生活にも慣れ、友達もた
くさんできたことや科学クラブに入って実験したことについて発表しまし
た。年代も職業も多種多様でバラエティに富んだ内容でした。
　約100人が集まった会場内は、共感したり、驚いたり、思わず笑いが起
こったりと終始楽しい雰囲気でした。
取材を終えて
　いよいよ来年は東京でオリンピック・パラリンピックが開催されます。
多くの外国人が来日するでしょう。
　国が違うと言葉はもちろん、文化も違います。今回、さまざまな国のこ
とを知る事ができ、日本の良いところ、悪いところも再認識することがで
き、有意義な発表会でした。


